
学校名 坂戸市立入西小学校

実施日 令和5年1月21日

領域 ＮＯ 評価項目 自己評価
学校関係
者評価

13
学校は、小中一貫教育の視点に
たった教育活動を推進している。
（市共通項目） B

・スイッチオフデイを若宮中学校の定期テストを中心に設定
し、共通理解のもと取り組んできた。
・小中連絡会は規模を縮小して実施した。
・小中学校の教職員が、目指す児童像・生徒像を共有でき
る機会を設ける必要があった。

B
・小中それぞれのスクールカウンセラーやさわやか相談員の
方々も連携・情報共有をして、児童の心を支えてほしい。
・児童について学業以外の引継ぎが重要である。教員同士の
交流や情報交換、問題点の共有が必要である。
・小中学校で連携したスイッチオフデイの取組がよい。
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自己評価についての評価の説明及び学校の考え

9
学校は、特別支援教育体制の充実を
図っている。

5
教員は、豊かな心を育む授業の充実
を図っている。

学校は、災害、事故やトラブルに対し
て、組織的に迅速に対応している。

3
学校は、働き方改革を意識して、職員
の勤務体制の改善を図っている。（共
通項目）

4

学校関係者評価委員会の説明

A

A

B

本校の教員は、児童生徒一人一
人を認め大切にする態度で接して
いる。

1
学校は、特色ある学校づくりを目指
し、組織的・計画的に取り組んでい
る。

2

教員は、学力向上に向け、児童生徒
にわかりやすく、工夫した授業をして
いる。
（市共通項目）

A

12
学校は、積極的に地域の人材を教育
活動に活用し、家庭・地域と連携し子
どもの問題解決を図っている。

6
児童生徒は、落ち着いた態度で生
活し、授業に取組んでいる。
（市共通項目）

7

学校は、体罰や交通事故等の教
職員事故や不祥事根絶のために
意欲的に取り組んでいる。
（市共通項目）

8 A

10
学校は、安心安全で機能的な教育
環境整備に努めている。

11

学校は開かれた学校づくりを目指し、
家庭・地域社会に積極的に情報提供
を行っている。
（市共通項目）

A

A

A

・4月の春季休業から校内研修（理念研修）を重ね、目指す
学校像や目指す児童像を共有し、学校を運営してきた。
・0.5時間授業の実施により、児童・教職員の放課後の時間
を確保した。
・一役一人制により各自が責任をもって役割に取り組めた。

A
・学校便りで地域や家庭に学校経営方針や特色ある教育活動
を発信している。
・他校で実施していない行事を工夫して実施している。
・校訓「自ら」と「学び合う学校」の親和性が高く、特色として表
れている。

B

A

B

B

・報告・連絡・相談の徹底を図り、管理職を中心とした事故
対応や事故の未然防止に努めた。
・近隣の不審者情報はマメールを使って保護者地域に情報
発信し、協働して児童を守る体制作りを行った。
・トラブル発生時は、目的を明確にして組織で対応した。

A

坂戸市立入西小学校

〇「自己評価についての評価の説明及び学校の考え」の欄には、理由及び自己評価の結果をどのように受け止めているかを記入ください。

様式３　まとめ（自己評価および学校関係者評価）

令和５年度　　　学校評価

自己評価及び学校関係者評価

　　評価　　A：よくできている　　　　B：概ねできている　　　C：あまりできていない　　　D：できていない

〇「自己評価」及び「学校関係者評価委員評価」の欄には、Ａ～Ｄを記入してください。

坂戸市学校評価システム

・マメールによる情報伝達が迅速かつ効果的に実施されてい
る。
・防災訓練での指導や消防団出前事業で、児童の防災に関す
る意識向上が図れている。

・日課の変更、会議の精選、組織の解体と設立、休暇の取
得増進を行い、超過勤務時間が減った。
・無限にある仕事に対して、個々に限度を定めているため、
個人差が増している。 B

・職員の休暇等の取得に配慮が必要である。
・オンラインでの会議や校内放送の活用が評価できる。
・教員の数が足りない状況をICT活用と個々の努力で補ってい
る。今後も工夫をして補っていく必要がある。
・管理職が職員の働く時間を生み出す努力がうかがえる。

・全ての児童が45分間学び続ける授業の創造を目指して、
校内研修を進めてきた。向かう方向が共有できた。
・毎年の異動者が20名を超えるため、教師の意識に差があ
り、浸透までに時間を要する。 A

・どの学級においても学び合う姿が見られる。
・研究授業を積極的に実施し、生の授業をもとに研修をするこ
とで教職員の質の向上につながっている。
・掲示物に工夫があり、児童にとって面白く効果的である。
・電子黒板やタブレットで子供たちの考えが共有できるのがよ
い。

・縦割り活動を盛んに行い、異学年児童の人間関係を通し
た成長があった。教師の主体性に差異がある。
・体験活動を十分に実施できた学年と、机上の学習が多く
なった学年があった。
・道徳授業の確実な実施と授業の充実を図った。

・縦割り活動が上級生のリーダーシップ育成に寄与している。
・登下校においては、下級生に目を向ける上級生が少ないた
め、さらなる育成が必要である。
・児童の良い面を掲示する等で自己肯定感の向上や他者を尊
重する意識の向上に寄与している。

A
・校内では、進んで挨拶をする児童が多いが、人間関係の深さや
児童個々の特性によって差が大きい。
・「聴き合う関係」を重視した授業を展開し、尊重し合う関係作りに
つとめてきた。
・安心・安全が感じられないために、心が安定しにくい状況があっ
た。

B
・高学年ほど挨拶ができない児童が多い。コロナ禍ではある
が、校内外での挨拶がさらにできるようになってほしい。
・授業では学ぶ意欲が感じられる。どの学級も集中して授業に
参加していた。

・定期的に倫理確立委員会を実施し、計画的に不祥事防止
のための研修を繰り返し実施した。
・人間の脳の性質や情緒の状況などから不祥事にアプロー
チし、啓発を繰り返した。 A

・児童を指導する際に、注意する・叱るということの難しさを感じ
る。教員がとても気を遣って指導をしているように感じる。
・職員同士の良い関係が不祥事を防止になっている。

・「どうしたの？」から始める生徒指導を多くの教職員が実践
してきた。
・児童の発達、依存の仕方等、科学的な視点を大事にした。
・相談室、スクールカウンセラー、弁護士等と連携し、チーム
で子供に寄り添った。

A
・運動会では児童一人一人を大切にする学校を感じた。
・児童個人の個性を引き出して、自信につながる指導をしている。
・「どうしたの」から始める生徒指導は今後も続けてほしい。
・時として厳しい指導も必要である。
・児童にとって、学校とは友達や先生であり、それを楽しいと言ってい
る児童が多いことは素晴らしいことである。

・教育のユニバーサルデザイン化が図れるように、年度初め
や夏休みに職員研修を実施した。
・就学支援に関する情報共有を行い、他機関へと繋いだ。
・一人一人の特性によりそった教育計画が必要である。 B

・特別支援学級の児童も、通常学級の児童と遊び・学び・活動
することが重要である。
・特別支援学級の児童の作品を見る度に素晴らしいと感じる。
児童がやりがいを持って取り組んでいる様子がうかがえる。

・人数に見合わない環境を、工夫して活用してきた。
・清掃時間、清掃回数を減らし、より集中して清掃に取り組
めるようにした。
・毎月安全点検を欠かさず行い、専門的な業者の協力を得
ながら改善を図ってきた。

A
・児童数が多いため、色々なところで余裕がない。
・安全管理・学習環境に対して教職員の意識が高い。
・不用品は大胆に廃棄することも必要である。

・全ての行事を実施し、できる限り多くの保護者・地域の
方々に教育活動を観ていただけるよう尽力した。
・HPを中心に、オンラインを活用した情報提供に積極的に努
めた。 A

・きめ細かい情報発信ができている。
・地域との連携が必要である。
・アンケート結果、時事情報などを適切にホームページ上で公開・更新されて
いる。
・できるだけ保護者が参加できるようにオンライン配信など、学校公開に積極
的に取り組んでいる。
・学校行事の公開に積極的である。

・主体的創造的で自走する学校応援団を目指して活動を続
け、今年度末の段階では実現できた。
・コミュニティースクールにおいては、どっちに決めても不満
が残るような議題を取り上げ、共に考え、校長の判断の一
助となるようにできた。

A
・地域の施設職員や専門職の方の「ゲストティーチャー」は、児
童の興味促進や情緒育成に役立っている。
・「学校応援団」の活動は子供たちへの強いメッセージとなって
いる。


